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阪
神
大
震
災
か
ら
生
ま

れ
た
民
間
救
助
犬

世

界
で
活
躍

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

宇
田
有
三

松
崎
直
人
（
二
十
七
歳
）

の
手
は
、
救
助
犬
ド
イ
ル
の

頭
を
優
し
く
撫
で
て
い
る
。

ド
イ
ル
は
気
持
ち
よ
さ
そ
う

に
目
を
細
め
る
。
す
ぐ
横
で

は
弟
の
直
人
（
二
十
五
歳
）

が
、
足
に
包
帯
を
巻
い
て
い

る
も
う
一
頭
の
救
助
犬
Ｒ
・

Ｊ
を
い
た
わ
っ
て
い
る
。
二

人
と
二
頭
。
救
助
活
動
で
疲

れ
切
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る

い
は
救
助
要
請
が
出
る
の
に

待
ち
く
た
び
れ
た
の
か
。
無

言
で
時
を
過
ご
す
。
場
所
は

ト
ル
コ
・
ヤ
ロ
バ
市
。

新
し
い
年
を
迎
え
て
、
過

去
の
悲
し
い
出
来
事
は
、
思

い
出
と
し
て
記
憶
の
片
隅
に

し
ま
っ
て
お
き
た
い
も
の
。

自
然
災
害
の
た
め
、
毎
年
ど

こ
か
で
尊
い
人
命
が
失
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
天
災
と
い

う
よ
り
は
「
人
災
」
に
よ
っ

て
命
を
失
っ
た
例
も
多
い
。

忘
れ
た
い
と
思
う
記
憶
と
、

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

気
持
ち
が
交
錯
す
る
。

身
近
で
起
っ
た
五
年
前
の

阪
神
大
震
災
の
記
憶
が
薄
れ

て
い
く
中
、
昨
年
、
台
湾
や

遠
く
離
れ
た
ト
ル
コ
で
起
っ

た
震
災
の
話
題
も
少
な
く
な

っ
て
き
た
。

埃
舞
う
地
震
災
害
の
現
場

で
昨
年
、
多
く
の
悲
し
み
に

遭
遇
し
た
兄
弟
が
い
る

「
日

。

本
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会
」
所
属

の
、
松
崎
兄
弟
と
救
助
犬
た

ち
で
あ
る
。

彼
ら
は
昨
年
六
月
、
広
島

県
安
佐
北
区
の
土
石
流
災
害

の
救
助
に
出
動
し
た
の
を
皮

切
り
に
、
八
月
の
ト
ル
コ
地

震
、
九
月
の
台
湾
大
地
震
、

さ
ら
に
十
一
月
再
度
お
こ
っ

た
大
地
震
と
、
四
度
の
災
害

救
助
に
同
協
会
か
ら
派
遣
さ

れ
た
。
二
人
の
記
憶
に
一
番
強
く

残
っ
て
い
る
の
は
、
地
震
の

規
模
と
被
災
の
大
き
さ
、
救
、

助
活
動
の
回
数
の
多
さ
か
ら

八
月
の
ト
ル
コ
大
地
震
を
真

っ
先
に
あ
げ
る
。

、

地
震
発
生
直
後
の
四
日
間

ト
ル
コ
軍
の
救
出
活
動
は
、

犠
牲
の
多
か
っ
た
民
間
人
よ

り
も
軍
関
係
者
の
方
を
優
先

さ
せ
た
。
一
方
、
外
国
の
救

助
隊
の
捜
索
・
救
助
活
動
の

活
躍
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
ト
ル
コ
政

府
の
救
助
活
動
の
不
手
際
を

避
難
す
る
声
が
あ
が
っ
た
。

自
国
の
救
助
隊
の
陰
が
薄

く
な
っ
た
と
感
じ
た
ト
ル
コ

政
府
は
、
公
式
な
要
請
を
受

け
入
れ
て
、
現
地
入
り
し
て

い
た
外
国
救
助
隊
に
、
現
場

で
の
捜
索
要
請
を
出
さ
な
く

な
っ
て
い
っ
た
。

夕
暮
れ
が
近
づ
く
と
、
シ

ョ
ベ
ル
カ
ー
や
ダ
ン
プ
の
音

は
小
さ
く
な
り
、
け
た
た
ま

し
い
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
緊

急
車
両
は
激
減
し
、
喧
騒
の

町
は
静
ま
り
始
め
る
。
埃
ま

み
れ
の
町
は
暗
闇
の
町
へ
と

変
貌
す
る
。
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ド
イ
ル
と
Ｒ
・
Ｊ
を
連
れ

て
現
地
に
乗
り
込
ん
だ
二
人

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
現
地
で

の
受
け
入
れ
体
制
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
不
案
内
な

地
理
と
通
じ
な
い
言
葉
。
野
。

営
場
所
の
確
保
と
犬
の
世
話

手
弁
当
で
駆
け
つ
け
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
民
間
団
体
の
た

め
、
公
的
な
補
助
は
な
い
。

活
動
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
出
費

が
か
さ
む
。
個
人
の
寄
付
・
。

賛
助
金
だ
け
が
頼
り
の
団
体

救
助
活
動
以
前
の
障
害
を
い

く
つ
も
乗
り
越
え
、
人
命
救

助
に
熱
い
汗
を
流
す
。

二
人
と
二
頭
は
八
月
二
十

二
日
、
ヤ
ロ
バ
市
で
活
動
を

共
に
し
て
い
た
日
本
の
救
助

隊
が
早
々
と
撤
収
し
た
後
、

被
害
が
最
も
ひ
ど
い
と
い
わ

れ
る
ア
ド
パ
ザ
ル
市
へ
と
向

か
う
。
「
生
存
者
が
い
る

。
そ
の

」

情
報
を
も
と
に
二
十
三
日
午

後
六
時
過
ぎ
、
彼
ら
は
倒
壊

現
場
に
入
っ
た
。
高
層
の
建

物
が
崩
れ
落
ち
、
十
メ
ー
ト

ル
近
く
に
も
な
っ
た
瓦
礫
の

山
に
登
っ
た
二
人
は
早
速
、

ド
イ
ル
と
Ｒ
・
Ｊ
を
使
っ
て
。

生
存
者
の
確
認
作
業
に
入
る

二
頭
の
犬
が
、
あ
る
特
定

の
場
所
で
生
存
者
の
反
応
を

示
し
た
。
瓦
礫
の
中
に
も
ぐ
。

り
込
ん
だ
ド
イ
ル
が
吠
え
た

実
践
の
捜
索
訓
練
を
千
回
以

上
受
け
、
生
存
者
を
確
認
で

き
た
と
き
に
だ
け
吠
え
る
よ

う
に
訓
練
さ
れ
て
い
た
ド
イ

ル
が
吠
え
た
の
だ
。

「
犬
が
反
応
を
示
し
た
ぞ
。

生
存
者
が
い
る
か
も
知
れ
な

い

。
松
崎
（
兄

、
デ
ン
マ

」

）

ー
ク
人
、
ト
ル
コ
人
の
救
助

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
三
人
が
女

性
の
声
を
確
認
し
た
。

す
ぐ
さ
ま
ト
ル
コ
の
現
地

対
策
本
部
へ
、
瓦
礫
を
取
り

除
く
た
め
の
重
機
の
配
備
を

要
請
す
る
。
生
存
者
の
確
認

は
出
来
た
が
、
細
か
な
居
場

所
を
特
定
し
た
り
、
瓦
礫
を

取
り
除
く
作
業
は
彼
ら
だ
け

で
は
出
来
な
い
。

い
つ
崩
れ
る
か
も
し
れ
な

い
瓦
礫
の
上
に
多
く
の
人
が

登
っ
て
救
助
作
業
を
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
彼
ら
に

は
、
専
門
の
救
助
隊
と
重
機

を
待
つ
し
か
な
い
。

し
か
し
、
要
請
し
た
重
機
。

も
救
助
隊
も
や
っ
て
こ
な
い

応
援
部
隊
の
出
動
を
、
や
は

り
期
待
で
き
な
い
の
か
。
松

崎
兄
弟
を
は
じ
め
、
そ
の
場

に
い
た
現
地
の
ト
ル
コ
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、
手

作
業
で
瓦
礫
と
化
し
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
片
を
取
り
除
き
始

め
た
。
日
付
け
が
変
わ
る
深

、

。

夜

激
し
い
雨
が
降
り
出
す

雨
が
流
れ
込
ん
だ
せ
い
か
、

瓦
礫
が
崩
落
し
始
め
る
。
二

次
災
害
の
危
険
が
あ
る
。

夜
中
三
時
、
照
明
が
消
さ

れ
た
。
こ
れ
以
上
の
捜
索
は

無
理
と
い
う
ト
ル
コ
軍
の
判

断
だ
っ
た
。
結
局
、
朝
七
時

ま
で
続
い
た
徹
夜
の
救
出
作

業
は
実
を
結
ば
な
か
っ
た
。

最
後
ま
で
救
助
に
携
わ
っ

て
い
た
の
は
、
松
崎
兄
弟
を

含
め
、
十
名
の
民
間
人
だ
っ

た

「
専
門
の
救
助
隊
が
い
れ

。
ば
…

。
何
度
と
な
く
そ
う
思

」

っ
た
現
場
の
救
出
風
景
で
あ

る
。
彼
ら
の
救
出
作
業
か
ら

一
週
間
後
、
そ
の
現
場
か
ら
。

女
性
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
、

ト
ル
コ
か
ら
帰
り
の
機
中

二
人
は
ト
ル
コ
航
空
の
計
ら

い
で
、
客
室
に
救
助
犬
を
運

び
入
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。

シ
ー
ト
に
横
に
な
っ
て
ぐ
っ

す
り
眠
る
二
人
。
フ
ラ
ッ
シ

ュ
を
光
ら
せ
て
写
真
撮
影
を

し
て
も
目
を
覚
ま
さ
な
い
。

精
一
杯
の
救
助
活
動
を
終
え

て
疲
れ
切
っ
て
い
る
。
す
ぐ

そ
ば
に
は
ド
イ
ル
と
Ｒ
・
Ｊ

が
静
か
に
目
を
閉
じ
て
休
ん

で
い
た
。
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専
門
的
な
訓
練
を
受
け
た

救
助
隊
員
は
、
救
助
活
動
に

関
し
て
ま
だ
力
量
が
足
り
な

い
と
救
助
犬
を
見
て
い
る
そ

う
だ
。
だ
が
実
際
の
災
害
現

場
で
は
、
公
的
な
派
遣
の
救

助
隊
は
国
同
士
の
関
係
か
ら

待
機
の
連
続
で
、
十
分
な
救

助
活
動
が
出
来
な
か
っ
た
。

台
湾
の
地
震
で
は
、
レ
ス

キ
ュ
ー
協
会
の
救
助
犬
は
、

外
国
の
救
助
隊
と
し
て
現
地

に
一
番
乗
り
し
た
。
人
命
救

助
の
た
め
に
は
、
迅
速
な
対

応
を
最
優
先
す
る
彼
ら
の
行

動
は
、
極
め
て
際
だ
っ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
不
可

能
と
考
え
ら
れ
て
き
た
、
泥

の
中
か
ら
臭
い
の
出
に
く
い

土
石
流
の
現
場
で
の
活
動
実

績
も
あ
る
。

厳
し
い
冷
え
込
み
が
続
く

昨
年
十
一
月
末
、
い
つ
も
の

よ
う
に
兵
庫
県
三
田
市
の
訓
。

練
場
に
救
助
犬
が
集
合
し
た

い
つ
発
生
す
る
や
も
知
れ
な

い
自
然
災
害
。
そ
の
た
め
に

日
々
訓
練
す
る
彼
ら
の
姿
は

頼
も
し
く
映
っ
た
。

午
後
遅
く
始
ま
っ
た
生
存
者
の
確

認
作
業
。
ト
ル
コ
の
被
災
現
場
に

入
っ
た
の
は
、
日
本
レ
ス
キ
ュ
ー

協
会
に
７
頭
い
る
認
定
救
助
犬
の

う
ち
の
２
頭
、
ド
イ
ル
と
Ｒ
・
Ｊ

（

、

《

》

写
真
は
Ｒ
・
Ｊ

松
崎
兄

右

弟
《
左

。
今
に
も
崩
落
し
そ
う

》
）

な
瓦
礫
の
上
で
の
救
助
活
動
は
徹

夜
で
続
け
ら
れ
た
。
生
存
者
が
い

る
と
判
明
し
た
が
、
応
援
の
救
助

隊
は
来
ず
、
さ
ら
に
重
機
が
な
い

た
め
、
生
存
者
の
救
出
活
動
は
成

。（

）

功
し
な
か
っ
た

ア
ド
パ
ザ
ル
市

被
災
現
場
で
の
救
助
活
動
は
緊
張

の
連
続
。
ト
ル
コ
大
地
震
の
よ
う

な
大
き
な
被
災
現
場
で
は
救
助
犬

の
疲
れ
も
す
ぐ
に
ピ
ー
ク
に
達
し

や
す
く
、
疲
れ
も
取
れ
に
く
い
。

ド
イ
ル
を
優
し
く
見
守
る
松
崎
直

人

（
ヤ
ロ
バ
市
）

。
人
命
救
助
が
最
優
先
。
民
間
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
彼
ら
に

は
国
の
メ
ン
ツ
は
不
必
要
。
ロ
シ

ア
の
救
助
隊
と
合
同
で
救
助
作
業

に
入
る
ド
イ
ル

（
ヤ
ロ
バ
市
）

。

冷
た
い
風
の
吹
く
中
、
救
助
犬
の

。「

（

）
」

訓
練
が
続
く

サ
ー
チ

捜
索

と
厳
し
い
声
を
出
し
て
訓
練
の
指
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揮
を
取
る
の
は
、
日
本
レ
ス
キ
ュ

ー
協
会
の
設
立
者
の
一
人
、
大
山

直
高
本
部
長(

)

。
ま
た
、
同
協

43

会
に
は
救
助
犬
の
他
に
、
セ
ラ
ピ

ー
犬
を
含
め
て
計

頭
の
犬
を
抱

24

え
る

（
兵
庫
県
三
田
市
の
訓
練
場

。

に
て
）

日
本
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会

560-0021

〒大
阪
府
豊
中
市
本
町

４
－
１

－
２
４

ア
ク
テ
ィ
ビ
ル
２
Ｆ

電
話
：
０
６
－
６
８
５
２
－

４
９
０
０

フ
ァ
ッ
ク
ス
：
０
６
－
６
８

５
２
－
４
９
５
０

E
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a
il:

info@
japan-rescue.com

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
歴

一
九
九
五
年
一
〇
月
メ
キ
シ

コ
中
西
部
沖
地
震

、

一
九
九
六
年
一
一
月
ペ
ル
ー

ナ
ス
カ
地
震

一
九
九
六
年
一
二
月
長
野
県

小
谷
村
土
石
流

一
九
九
七
年
七
月
鹿
児
島
県

出
水
市
土
石
流

一
九
九
八
年
一
月
三
重
県
多

度
山
土
石
流

一
九
九
八
年
九
月
高
知
県
安

芸
郡
土
砂
崩
落

、

一
九
九
九
年
広
島
県
土
石
流

ト
ル
コ
大
地
震
（
二
回

、
台

）

湾
地
震

、

●
災
害
協
定
：
東
京
消
防
庁

神
戸
市
消
防
局
、
徳
島
県
、

石
川
県
、
福
井
県
、
兵
庫
県


